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宍
野
半
事
績
講
究
会
の
発

起
人
の
方
々
よ
り
巻
頭
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た

宍
野
半
大
人
命
を
偲
び
奉

り
て

京
都
皇
典
講
究
所

　

京
都
國
學
院
院
長 

田
中
恆
清

　

宍
野
半
大
人
、
其
の
扶
桑
教

初
代
管
長
と
し
て
の
赫
々
た
る

令
名
は
、
小
職
も
固
よ
り
存
じ

て
を
り
ま
し
た
が
、
平
田
派
国

学
者
と
し
て
の
足
跡
、
殊
に
は

皇
典
講
究
所
の
創
設
に
尽
痺
さ

れ
た
と
い
ふ
、
我
等
後
学
の
徒

が
現
に
蒙
っ
て
を
り
ま
す
高
恩

令 和 7 年１月１日発行

宍野半事績講究会
特別号

に
つ
き
ま
し
て
は
、
此
度
武
田

幸
也
氏
の
論
考
に
接
し
、
更
に

認
識
の
度
を
深
め
、
感
謝
の
思

ひ
を
新
た
に
致
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

宍
野
半
大
人
が
皇
典
講
究
所

創
立
に
向
け
力
を
尽
く
し
て
を

ら
れ
た
時
代
、
我
国
に
は
急
速

な
欧
化
・
近
代
化
の
波
が
押
し

寄
せ
、
と
も
す
れ
ば
西
洋
よ
り

伝
来
し
た
思
想
・
文
物
の
摂
取

に
精
力
を
傾
注
す
る
余
り
、
日

本
古
来
の
伝
統
文
化
を
軽
視
す

る
が
如
き
風
潮
も
国
民
の
間
に

浸
透
し
て
ゐ
た
や
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
斯
か
る
中
、
荏
再

と
手
を
批
い
て
を
れ
ば
祖
先
の

宍
野
半
生
誕
百
八
十
年
を
迎
へ
た
昨
年
、
國
學
院
大
學
武
田
幸
也
先
生
に
よ
り

「
国
学
者
と
し
て
の
宍
野
半
」
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、原
口
泉
先
生
を
会
長
に
「
宍

野
半
事
績
講
究
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
で
は
学
術
論
文
の
一
部
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

宮内庁三の丸尚蔵館所蔵明治十二年 明治天皇御下命
「人物写真帖」より宍野半（三十七歳）
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遺
風
は
廃
れ
、
子
孫
臣
民
が
倶

に
護
持
継
承
す
べ
き
珠
玉
の
皇

典
類
も
其
の
多
く
が
失
は
れ
て

仕
舞
ふ
で
あ
ら
う
、
然
れ
ば
今

こ
そ
我
等
が
立
ち
上
が
ら
ね

ば
ー
、
と
喚
る
宍
野
半
大
人
の

下
に
同
志
諸
賢
の
熱
誠
が
結
集

せ
ら
れ
、
荻
に
皇
典
講
究
所
は

漸
々
草
創
の
秋
を
迎
へ
る
事
を

得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
品
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の

令
旨
を
奉
じ
明
治
十
五
年
十
一

月
四
日
、
東
京
市
麹
町
区
飯
田

町
に
皇
典
講
究
所
が
設
立
せ
ら

れ
、
其
の
分
所
と
し
て
京
都
市

下
京
区
烏
丸
通
綾
小
路
上
ル
に

我
が
京
都
皇
典
講
究
分
所
の
開

設
を
見
ま
し
た
の
は
、
同
十
八

年
十
月
二
十
四
日
の
事
で
あ
り

ま
し
た
。
然
る
に
皇
典
講
究
所

の
創
設
に
多
大
な
功
績
を
遺
さ

れ
た
宍
野
半
大
人
は
、
既
に
其

の
前
年
の
明
治
十
七
年
五
月
、

行
年
四
十
一
歳
、
皇
典
講
究
所
・

國
學
院
の
生
長
発
展
を
見
届
け

る
事
な
く
、
余
り
に
早
く
重
厚

雄
渾
な
る
人
生
行
路
を
駆
け
抜

け
文
字
通
り
道
半
ば
に
幽
明
境

を
異
に
し
て
仕
舞
は
れ
た
。
其

の
事
実
を
顧
れ
ば
今
に
し
て
尚
、

哀
惜
の
念
を
禁
じ
得
ぬ
所
で
あ

り
、
大
人
命
の
生
誕
百
八
十
年
、

帰
幽
後
百
四
十
年
を
算
へ
ま
す

本
年
、
令
和
の
大
御
代
を
生
き

る
皇
国
の
民
の
一
人
と
し
て
、
今

こ
そ
此
の
偉
大
な
る
斯
道
の
先
駆

者
に
対
し
報
恩
感
謝
の
誠
を
捧

げ
奉
る
と
共
に
、
畏
れ
乍
大
人

命
の
御
霊
に
は
行
末
遠
く
天
翔

け
り
国
翔
け
り
て
我
等
を
見
守

り
導
き
給
へ
と
慎
み
敬
ひ
つ
つ
乞

祈
奉
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

出
版
に
寄
せ
て

学
校
法
人
國
學
院
大
學

　
　
　
　

 

理
事
長　

佐
栁
正
三

　

令
和
四
年
十
一
月
、
國
學
院

大
學
は
そ
の
前
身
で
あ
る
皇
典

講
究
所
の
創
立
か
ら
数
え
て
、

百
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
本
学
は
よ
く
知

ら
れ
ま
す
と
お
り
、
建
学
の
精

神
を
「
神
道
」
に
、
教
育
の
根

幹
を
「
国
学
」
に
求
め
た
希
有

な
大
学
で
あ
り
、
わ
が
国
有
数

の
歴
史
を
持
つ
私
立
大
学
で
す
。

そ
し
て
本
学
の
研
究
・
教
育
の

理
念
は
、
諸
学
問
を
通
じ
て
日

本
の
伝
統
文
化
を
明
ら
か
に
し
、

国
や
地
域
へ
の
貢
献
、
国
際
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
自
己
の
個
性
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

か
か
る
本
学
の
創
立
は
、
激

動
の
明
治
維
新
に
お
け
る
拙
速

な
欧
化
を
み
て
、
日
本
の
将
来

の
発
展
の
た
め
に
は
、
伝
統
文

化
も
ま
た
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
気
運
が
高
ま
り
、

幕
末
以
来
の
国
学
者
が
数
多
く

結
集
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
承
け
て
、
明
治

十
五
年
に
神
職
養
成
と
古
典
研

究
を
主
た
る
目
的
と
す
る
、
こ

の
皇
典
講
究
所
が
創
立
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

本
論
文
の
主
人
公
で
あ
る
宍

野
半
氏
は
、
教
派
神
道
で
あ
る

扶
桑
教
の
初
代
管
長
と
し
て
著

名
で
す
が
、
本
論
で
示
さ
れ
た

よ
う
に
、
薩
摩
藩
の
藩
校
や
京

都
の
皇
学
所
、
平
田
家
塾
等
で

国
学
を
学
び
、
神
道
事
務
局
の

幹
事
を
務
め
た
人
物
で
す
。
こ

の
宍
野
半
氏
が
皇
典
講
究
所
設

立
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
幹
事
と

な
り
、
松
野
勇
雄
氏
等
と
協
力

し
て
、
多
く
の
国
学
者
を
結
集

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
典
講

究
所
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
歴
史
は
今
に
至
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

本
論
文
を
通
じ
て
國
學
院
大

學
の
設
置
に
尽
力
し
た
宍
野
半

氏
の
事
跡
が
広
く
知
ら
れ
る
こ

と
を
、
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

『
国
学
者
と
し
て
の
宍
野

半
大
人
』

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部

　
　
　
　
　

 

教
授　

原
口　

泉

　

武
田
幸
也
氏
の
詳
細
な
御
研

究
に
よ
り
宍
野
半
の
生
涯
と
功

績
が
新
た
な
視
点
で
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
論
点
は
書

名
に
明
ら
か
で
す
。
単
行
本
と

し
て
の
刊
行
を
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

宍
野
は
平
田
派
国
学
者
と
し

て
近
代
日
本
草
創
期
に
国
学
研

究
の
基
盤
と
な
っ
た
皇
典
講
究

所（
國
學
院
大
學
前
身
）を
創
設

し
ま
し
た
。
総
裁
は
有
栖
川
宮

幟
仁
親
王
、
副
総
裁
の
岩
下
方

平
は
鹿
児
島
藩
家
老
、
幹
事
の

宍
野
は
薩
摩
出
身
。
前
年
の
明

治
14
年
、
神
道
事
務
局
幹
事
に

宍
野
と
折
田
年
秀
、
神
道
副
総

裁
に
岩
下
が
就
任
、
宮
以
外
は

す
べ
て
薩
摩
出
身
で
し
た
。

　

明
治
15
年
宍
野
は
扶
桑
教
第

一
世
管
長
に
も
就
任
し
ま
し
た
。

明
治
5
年
教
部
省
出
仕
以
来
、

宍
野
は
平
田
派
の
国
学
者
と
し

て
富
士
山
信
仰
の
神
仏
分
離
を

徹
底
し
、
そ
の
神
道
化
に
献
身

し
ま
し
た
。
徹
底
し
た
姿
勢
は

鹿
児
島
藩
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈

の
激
し
さ
と
軌
を
一
に
し
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
藩
に
お
け
る
廃

仏
の
動
き
は
島
津
斉
彬
か
ら
始

ま
り
、
元
治
元
年（
１
８
６
４
） 

に
は
島
津
久
光
が
廃
仏
を
幕
府

に
建
言
し
翌
慶
応
元
年
か
ら
本

格
化
、
廃
仏
が
戊
辰
戦
争
の
鹿

児
島
藩
の
軍
事
力
を
支
え
ま
し

た
。
鹿
児
島
藩
で
は
仏
教
寺
院

を
全
廃
、
明
治
2
年
島
津
家
は

神
道
葬
を
執
り
行
い
ま
し
た
。　

「
御
一
新
」と「
万
国
対
峙
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
明
治
維
新
を

近
代
政
治
革
命
と
す
れ
ば
、
宍

野
は
近
代
宗
教
改
革
を
断
行
し



冨士道開基 467 年　勅裁特立 143 年 令和 7年 1月 1日　発行宍野半事績講究会

3

た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

薩
摩
の
平
田
派
人
脈
が
そ
の
担

い
手
で
し
た
。
文
豪
海
音
寺
潮

五
郎
な
ど
國
學
院
大
學
に
は
鹿

児
島
人
脈
が
脈
打
っ
て
い
ま
す
。

出
版
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

宍
野
史
生

　

こ
の
た
び
、
武
田
幸
也
先
生

に
よ
り
国
学
者
と
し
て
の
宍
野

半
の
事
績
が
論
説
さ
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。
従
前
よ
り
明

治
期
の
国
学
、
す
な
わ
ち
明
治

国
学
の
研
究
は
些
か
浅
い
と
感

じ
て
い
た
。
そ
れ
は
平
田
派
の

勢
力
の
失
速
に
よ
り
政
治
力
学

的
観
点
か
ら
「
国
学
者
の
働
き

は
国
家
形
成
に
影
響
が
な
か
っ

た
と
」
の
誤
謬
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
現
代
の
偏
狭
な

価
値
観
が
も
た
ら
し
た
現
象
と

感
じ
る
。
祭
政
一
致
を
目
指
し

た
明
治
国
家
建
設
に
は
神
道
・

国
学
・
古
典
思
想
が
根
底
に
あ

り
、
三
条
教
憲
に
見
ら
れ
る
、

忠
君
愛
国
・
敬
神
崇
祖
の
神
道

的
観
念
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ

た
明
治
国
家
へ
の
全
否
定
に
よ

る
も
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。

　

薩
摩
国
隅
之
城
に
生
ま
れ
た

宍
野
半
は
明
治
５
年
に
教
部
省

に
出
仕
し
翌
６
年
３
月
に
現
在

の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
初

代
宮
司
と
し
て
着
任
す
る
。
富

士
宮
市
史
は
「
宍
野
宮
司
は
、

平
田
国
学
が
神
道
国
教
を
唱
え

て
教
部
省
に
送
り
、
さ
ら
に
そ

の
実
践
の
た
め
に
浅
間
大
社
に

派
遣
し
た
神
道
官
僚
と
見
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
」
と
の
見
解
を

示
し
て
い
る
。
明
治
政
府
は
富

士
山
こ
そ
国
家
神
道
で
あ
る
べ

き
と
考
え
、
半
は
そ
れ
を
忠
実

に
実
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
、
半
は
神
道
事
務
局
の

運
営
と
皇
典
講
究
所
の
創
設
に

力
を
注
ぐ
。
半
は
師
の
平
田
銕

胤
や
矢
野
玄
道
ら
が
構
想
し
つ

つ
も
国
学
派
と
漢
学
派
の
争
い

で
停
滞
し
て
い
た
教
育
機
関
の

創
設
こ
そ
が
国
民
教
導
へ
切
要

と
考
え
て
い
た
と
察
す
る
。（
そ

れ
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
防
禦
も

含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。）

　

今
般
、
明
治
国
家
建
設
の
一

員
と
し
て
働
い
た
半
の
事
績
の

一
端
が
示
さ
れ
た
事
を
機
に
今

後
は
岩
下
方
平
、
三
島
通
庸
、

山
之
内
時
習
、
後
醍
院
真
柱
、

田
中
頼
庸
、
深
見
速
雄
、
川
上

彦
十
郎
、
葛
城
彦
一
な
ど
薩
摩

出
身
の
国
学
者
の
働
き
が
闡
明

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

著
書
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
ま
し

た
。

皇
典
講
究
所
の
創
立
を
め
ぐ
っ
て

　

さ
て
、
神
道
事
務
局
幹
事
と

な
っ
た
宍
野
半
が
情
熱
を
注
い

だ
事
業
に
皇
典
講
究
所
の
設
立

が
あ
る
。
そ
も
そ
も
神
官
教
導

職
の
分
離
は
祭
祀
と
宗
教
の
分

離
を
意
味
し
た
が
、
こ
の
過
程

で
近
代
に
お
け
る
国
学
研
究
の

基
盤
と
な
っ
た
研
究
教
育
機
関
、

す
な
わ
ち
皇
典
講
究
所
の
設
置

に
よ
る
教
学
の
分
離
が
構
想
さ

れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
明
治

十
四
年
七
月
九
日
に
松
方
正
義

が
三
条
実
美
に
提
出
し
た
建
議

書
に
は
、「
教
義
ト
学
事
祭
儀
ト

ヲ
分
離
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、

政
教
混
淆
、
管
理
上
猶
支
梧
ナ

キ
能
ハ
ズ
」
と
あ
り
、
教
学
を

分
離
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
上

で
、「
過
般
会
議
之
際
、
右
学
生

之
義
モ
改
正
拡
張
ノ
目
的
略
相

決
シ
テ
、
未
ダ
之
ヲ
実
施
ス
ル

能
ハ
ザ
ル
、
職
ト
シ
テ
費
金
支

出
ノ
途
ナ
キ
ニ
之
レ
由
レ
リ
」

と
神
道
事
務
局
の
生
徒
寮
を
拡

張
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、

そ
の
費
用
に
苦
慮
し
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
五
年
二
月
一
日
、
神

道
教
導
職
総
裁
有
栖
川
宮
幟
仁

親
王
が
皇
典
講
究
所
総
裁
に
任

じ
ら
れ
、
二
月
四
日
に
は
、「
明

治
十
五
年
ヨ
リ
向
十
年
間
、年
々

金
貳
千
四
百
円
宛
御
下
賜
ノ
旨
、

宮
内
卿
ヨ
リ
御
沙
汰
ア
リ
」、
皇

典
講
究
所
の
創
立
が
本
格
化
す

る
。
四
月
に
は
皇
典
講
究
所
副

総
裁
に
岩
下
方
平
、
皇
典
講
究

所
幹
事
に
宍
野
半
が
任
じ
ら
れ
、

六
月
に
は
創
建
係
が
置
か
れ
て

松
野
勇
雄
が
就
任
し
た
。
八
月

に
は
幹
事
長
に
櫻
井
能
監
、
幹

事
に
宍
野
、
幹
事
補
に
松
野
が

補
さ
れ
、
二
十
一
日
に
皇
典
講

究
所
設
立
願
を
山
田
顕
義
に
提

出
し
た
。
そ
こ
に
は
「
神
官
教

導
職
分
離
相
成
候
二
付
、
当
局

従
前
之
生
徒
寮
ヲ
止
メ
、
専
ラ

国
典
ヲ
研
究
ス
ル
為
メ
、
皇
典

講
究
所
ヲ
設
置
致
候
」
と
あ
り
、

二
十
三
日
に
聞
き
届
け
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
で
、
宍
野
半
が
皇
典
講

究
所
の
幹
事
に
任
じ
ら
れ
た
の

は
、
皇
典
講
究
所
が
神
道
事
務

局
生
徒
寮
を
拡
張
し
た
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
神
道
事
務
局
幹
事
と
し
て

皇
典
講
究
所
の
幹
事
に
も
就
任

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

前
記
し
た
よ
う
に
宍
野
が
有
栖

川
宮
幟
仁
親
王
か
ら
信
頼
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
皇
典
講
究
所
創
立
期

の
教
員
で
あ
る
平
田
派
を
中
心

と
す
る
国
学
者
と
も
宍
野
が
信

頼
関
係
を
構
築
し
え
て
い
た
こ

と
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〜 

中
略 

〜

　

な
お
、
皇
典
講
究
所
の
創
設

に
あ
た
っ
て
、
宍
野
半
は
特
に

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
と
の
交
渉

を
担
当
し
た
よ
う
で
、『
一
品
宮

御
隠
邸
雑
記
』
に
は
「
皇
典
講

究
所
幹
事
」
と
し
て
宍
野
の
往

来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
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ば
、
明
治
十
五
年
八
月
二
十
一

日
に
は
「
来
月
一
日
ヲ
以
、
皇

典
講
究
所
開
黌
致
度
テ
ハ
、
当

日　

総
裁
宮
御
成
被
遊
候
様
御

執
達
被
下
置
度
、
予
メ
此
段
申

進
候
也
」
と
宍
野
か
ら
お
伺
い

し
て
お
り
、二
十
五
日
に
は
「
皇

典
講
究
所
規
則
」
と
「
教
程
表
」

を
上
申
し
て
い
る
。
ま
た
、
九

月
二
日
に
は
宍
野
が
「
別
紙
記

名
之
者
共
、
今
般
入
学
願
出
候

ニ
試
験
致
候
処
、
及
第
ニ
依
リ
、

即
チ
黌
費
生
・
自
費
生
共
本
日

採
用
、
直
ニ
引
続
キ
授
業
相
始

候
間
、
右
御
執
達
被
下
度
、
此

段
申
進
候
也
」
と
皇
典
講
究
所

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

る
、
等
の
動
向
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
明
治
十
五
年
九
月

に
宍
野
は
、
井
上
頼
囶
、
久
保

季
茲
、
松
野
勇
雄
、
古
川
豊
彭
、

石
垣
甚
内
と
の
連
名
で
皇
典
講

究
所
設
立
の
趣
旨
を
、

　
全
国
精
英
ノ
少
年
ヲ
募
集

シ
、
専
ラ
国
典
ヲ
講
明
シ
、

礼
学
ヲ
修
習
セ
シ
メ
、
其
心

志
ヲ
鞏
固
ニ
シ
、
其
徳
性
ヲ

涵
養
セ
シ
メ
、
兼
ヌ
ル
ニ
漢
洋

ノ
学
武
技
体
操
ノ
術
ヲ
以
テ

シ
、
其
ノ
才
識
ヲ
博
メ
、
其

元
気
ヲ
養
ヒ
、
以
テ
国
家
有

用
ノ
人
物
ヲ
陶
冶
シ
、
国
体

ヲ
万
世
無
彊
ニ
保
維
シ
、
皇

道
ヲ
四
裔
ノ
外
ニ
発
揚
ス
ル

大
基
礎
ヲ
立
テ
ン
ト
ス

と
説
く
告
文
を
発
し
た
。

　

右
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、

明
治
十
五
年
十
一
月
四
日
、
有

栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
台
臨
を
仰

ぎ
、
皇
典
講
究
所
の
開
校
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
宍
野

は
接
待
掛
を
拝
命
し
て
い
る
。

か
か
る
皇
典
講
究
所
設
置
に
あ

た
っ
て
の
宍
野
の
役
割
を
、
三

矢
重
松
は
「
宍
野
氏
と
先
生
（
筆

者
註
ー
松
野
勇
雄
の
こ
と
）
と

は
経
営
者
な
り
」
と
評
し
、

　

宍
野
半
氏
は
鹿
児
島
の
人
、

駿
河
大
宮
の
宮
司
を
辞
し
て

扶
桑
教
を
統
督
し
て
芝
愛
宕

下
に
住
し
、
経
営
の
才
に
富

み
、
皇
典
講
究
所
幹
事
た
る

外
に
又
神
道
事
務
局
の
幹
事

た
り
。
此
の
人
嘗
て
書
を
櫻

井
社
寺
局
長
に
贈
り
て
「
松

野
は
年
若
に
候
へ
ど
も
尋
常

書
生
と
異
な
り
」
云
々
と
推

奨
せ
し
こ
と
あ
り
と
い
ふ
、
先

生
の
之
が
引
立
を
受
け
ら
れ

し
は
事
実
な
り
。
宍
野
氏
は

書
生
を
愛
し
之
に
接
近
す
る

を
喜
ぶ
方
に
て
、
日
比
谷
の

生
徒
寮
に
も
時
々
訪
ひ
来
り
、

十
六
年
の
新
年
に
は
新
設
講

究
所
の
教
師
生
徒
を
其
の
居

に
招
き
て
酒
饗
を
供
せ
り
と

い
ふ
。
か
く
宍
野
氏
は
名
の

み
の
幹
事
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど

も
、
懸
持
多
く
定
勤
の
人
に

あ
ら
ざ
り
し
か
ば
、
創
建
係

と
し
て
幹
事
補
た
り
し
先
生

が
首
脳
と
し
て
経
営
の
任
に

当
た
ら
れ
し
も
亦
事
実
な
り
。

と
、
宍
野
に
よ
っ
て
松
野
勇
雄

が
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
宍
野
ー
松

野
ラ
イ
ン
の
尽
力
に
よ
っ
て
皇

典
講
究
所
は
創
立
さ
れ
、
宍
野

の
歿
後
は
松
野
勇
雄
が
皇
典
講

究
所
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
宍
野
半
が
精
魂
を

傾
け
た
皇
典
講
究
所
が
創
立
さ

れ
た
後
の
、
明
治
十
五
年
十
一

月
十
日
、宍
野
は
有
楽
町
に
あ
っ

た
神
道
事
務
局
旧
生
徒
寮
に
寄

宿
す
る
皇
典
講
究
所
生
徒
を
自

宅
に
招
き
晩
餐
会
を
開
い
た
。

こ
の
時
、
宍
野
は
生
徒
達
に
、

　
不
日
飯
田
町
へ
移
転
す
る

に
付
い
て
、
余
は
諸
君
に
望

む
所
あ
り
、
該
所
へ
移
れ
る

後
は
、
五
ヶ
年
一
切
世
事
に
関

せ
ず
、
心
を
修
学
に
専
に
し

て
、
身
を
国
家
に
委
せ
、
一
己

の
為
め
を
思
は
ず
、
皇
道
の

真
理
を
明
ら
め
、
学
成
る
後

は
、
勉
め
て
国
家
に
尽
す
所

あ
ら
ん
こ
と
を
。

と
切
望
し
た
。
如
何
に
宍
野
が

皇
典
講
究
所
の
教
育
に
期
待
し

て
い
た
か
が
窺
い
知
ら
れ
よ
う
。

　

だ
が
、
明
治
十
六
年
十
一
月
、

宍
野
半
は
病
を
得
、
十
二
月
に

は
重
態
と
な
り
、
明
治
十
七
年

五
月
十
二
日
に
歿
し
た
。
十
三

日
、
松
野
勇
雄
は
有
栖
川
宮
幟

仁
親
王
に
「
幹
事
宍
野
半
死
去

ニ
総
裁
宮
ヨ
リ
為
祭
粢
料
金

五
十
円
下
賜
相
成
候
様
取
計
仕

度
」
と
上
申
、
十
四
日
、
有
栖

川
宮
幟
仁
親
王
は
使
者
を
遣
わ

さ
れ
、「
鏡
餅
料
金
千
疋
」
と
「
榊

料
」
が
下
賜
さ
れ
た
。
十
九
日

に
は
嗣
子
宍
野
健
丸
に
代
わ
り
、

小
沢
彦
遅
と
伊
藤
六
郎
兵
衛
が

「
権
大
教
正
宍
野
半
死
去
之
節

者
、
祭
粢
料
、
並
に
種
々
下
賜

御
礼
上
申
」
の
た
め
有
栖
川
宮

邸
を
訪
れ
た
。

本
号
を
も
っ
て
新
年
の
ご
挨
拶
の

賀
状
と
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

宍
野
半
事
績
講
究
会

原
口
　
泉

会 

長
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